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国
民
年
金
保
険
料
は
前
納（
ま
と
め
て
前
払
い
）が
お
得
！�

�

問
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国
民
年
金
保
険
料
は
前
納
（
ま
と
め
て

前
払
い
）
す
る
こ
と
に
よ
り
割
引
さ
れ
ま

す
。

前 

納
方
法
▼
口
座
振
替
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
、
現
金

※�

口
座
振
替
で
の
前
納
は
割
引
額
が
高

く
更
に
お
得
で
す

※�

令
和
４
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
と

そ
れ
ぞ
れ
の
割
引
額
に
つ
い
て
は
、
日

本
年
金
機
構
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い

申 

込
締
切
▼
2
年
分
・
1
年
分
・
6
か
月

上
期
分
（
4
～
9
月
分
）
前
納
の
申
込

み
は
2
月
28
日
㈪
必
着

申 

込
方
法
▼
口
座
振
替
納
付
申
出
書
に

必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
（
金
融
機
関

の
届
出
印
）
の
う
え
、
左
記
ま
で
ご
提

出
く
だ
さ
い

提 

出
先
▼
市
民
・
税
務
課
、
福
井
年
金
事

務
所
、
金
融
機
関

※
申
込
書
は
各
提
出
先
に
あ
り
ま
す

前
納
制
度
利
用
者
で
4
月
か
ら

厚
生
年
金
に
ご
加
入
予
定
の
方
へ

　

以
前
よ
り
前
納
制
度
を
利
用
し
て
い

る
方
で
、
4
月
か
ら
就
職
な
ど
に
よ
り
厚

生
年
金
へ
の
加
入
を
予
定
さ
れ
て
い
る

場
合
、
引
き
続
き
令
和
4
年
度
分
の
保

険
料
が
4
月
末
日
に
引
落
し
さ
れ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
場
合
、
還
付
金
と
し
て
返
還
さ
れ

ま
す
が
、
事
前
に
辞
退
申
出
書
を
提
出

す
る
こ
と
で
引
き
落
と
し
を
止
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

申
請
期
間
▼
２
月
28
日
㈪
ま
で

提 

出
先
▼
市
民
・
税
務
課
、
福
井
年
金
事

務
所

※�

申
請
に
は
通
帳
と
金
融
機
関
の
届
出

印
が
必
要
で
す
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令
和
４
年
度
国
民
健
康
保
険
人
間
ド
ッ
ク
の
受
付
開
始

問
市
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税
務
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市
役
所
1
階
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88
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疾
病
の
予
防
や
早
期
発
見
の
た
め
、
人

間
ド
ッ
ク
の
検
査
に
係
る
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

対
象
▼
勝
山
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

す
る
30
～
74
歳
の
方　

※
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
の
な
い
方

申 

込
方
法
▼
本
誌
と
同
時
に
配
布
さ
れ

る
チ
ラ
シ
（
申
込
書
）
に
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
申
込
み
く
だ
さ
い

申
込
期
限
▼
３
月
１
日
㈫

申 

込
書
提
出
先
▼
市
民
・
税
務
課
（
市
役

所
1
階
）、
健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
）、

各
公
民
館

注
意
事
項
▼

・�

人
間
ド
ッ
ク
と
市
の
健
診
は
ど
ち
ら
か

一
方
し
か
受
診
で
き
ま
せ
ん
（
脳
ド
ッ

ク
と
の
併
用
は
可
能
で
す
）

・�

P
E
T
‐
C
T
検
査
は
J
C
H
O
福
井

勝
山
総
合
病
院
で
一
日
ド
ッ
ク
を
受
診

後
、
福
井
大
学
医
学
部
附
属
病
院
ま
た

は
福
井
県
済
生
会
病
院
の
い
ず
れ
か
で

受
診
い
た
だ
き
ま
す
。
P
E
T
‐
C
T

検
査
単
独
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん

受 

診
予
約
▼
一
日
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診

予
約
は
、
市
で
一
括
し
て
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は
、
３
月
中
旬

頃
、
受
診
予
定
日（
仮
予
約
日
）を
ハ
ガ

キ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

人
間
ド
ッ
ク
各
種
コ
ー
ス
▼

※
負
担
額
は
目
安
で
す
。
実
際
の
自
己
負

担
額
は
医
療
機
関
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

コース 自己負担額

1日
人間ドック

男　性

女　性
乳がん検査対象者

脳ドック検査

脳ドック（単独）

PET-CT 検査
（別日に実施）

追加検査
上記金額に
追加

１万4,100円

１万 4,600円

１万 6,500円

＋１万1,300円

＋4万 2,850円

＋4万 5,100円

１万 5,700円

福大医学部附
属病院コース
済生会病院
コース
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上
下
水
道
料
金
は
据
え
置
き
ま
す
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館
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勝
山
市
で
は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
上
下

水
道
事
業
の
健
全
な
経
営
を
維
持
し
て
い

く
た
め
、
3
年
か
ら
5
年
に
1
度
、
定
期

的
に
上
下
水
道
料
金
制
度
審
議
会
を
開
催

し
、
適
正
な
上
下
水
道
料
金
制
度
に
つ
い

て
審
議
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
に
開
催
し
て
か
ら
４
年
が

経
過
し
た
今
年
度
、
市
長
が
審
議
会
に

諮し
も
ん問
し
、
6
回
の
審
議
会
と
上
下
水
道
施

設
の
見
学
会
を
経
て
、
審
議
会
か
ら
答
申

を
受
け
ま
し
た
。

　
答
申
の
内
容
は
次
の
３
項
目

①�

水
道
料
金
、
公
共
下
水
道
使
用
料
、
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
使
用
料
は
、
現

行
の
料
金
・
使
用
料
を
据
え
置
く
こ
と

が
適
当

理 

由
▼
令
和
4
年
度
か
ら
７
年
度
は
、
経

営
状
況
が
安
定
し
て
い
る
と
見
込
ま

れ
る
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
流
行
に
よ
る
経
済
の
落
ち

込
み
な
ど
が
市
民
生
活
に
与
え
る
影

響
を
考
慮
し
た

②�

今
後
も
料
金
・
使
用
料
収
入
の
減
少
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
定
期
的
な
経

営
状
況
の
把
握
が
必
要

③�

今
後
も
上
下
水
道
各
施
設
の
老
朽
化

に
伴
う
更
新
費
用
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
が
、
適
正
な
施
設
規
模
や
設
備
を

考
慮
し
た
効
率
的
な
更
新
や
維
持
管

理
、
使
用
者
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
事
業
の

実
施
が
必
要

　
勝
山
市
で
は
、
上
下
水
道
料
金
制
度
審

　
勝
山
市
で
は
、
上
下
水
道
料
金
制
度
審

議
会
の
答
申
内
容
を
尊
重
し
、
現
行
の
料

議
会
の
答
申
内
容
を
尊
重
し
、
現
行
の
料

金
・
使
用
料
を
据
え
置
き
ま
す
。

金
・
使
用
料
を
据
え
置
き
ま
す
。

　
ま
た
、
審
議
の
過
程
で
い
た
だ
い
た
ご

　
ま
た
、
審
議
の
過
程
で
い
た
だ
い
た
ご

意
見
に
つ
い
て
も
、
速
や
か
に
対
応
す
る

意
見
に
つ
い
て
も
、
速
や
か
に
対
応
す
る

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

よ
う
努
め
て
い
き
ま
す
。

水道設備を計画的に更新
　下記のグラフは、何も更新しなかった場合の設
備などの老朽化の状況です。何も更新をしなけれ
ば、約10年後には半分以上の設備などが老朽化
資産（早急に更新が必要）と経年化資産（ 年数
超え）となってしまいます。安定した水道水の供
給のため、計画的な設備などの更新が必要です。

水道管も計画的な更新と耐震化
　勝山市の水道管は、全体の46.5％が1980年代
に布設されたもので、今後10年間に法定耐用年
数を迎える管路が急激に増加し、老朽管の更新が
必要となります。また、基幹管路（導水管・送水管・
配水本管）の耐震化率が低く、耐震化が必要です。

　今後、安心できる水を安定して供給し続ける水
道を目指して、各家庭へ給水している管路の幹線
（配水本管）の老朽管の更新に合わせ、国の補助金
を活用し、医療施設などの重要給水施設への管路
の耐震化を進める予定です。

水道設備等の健全度（構造物および設備）
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